
9月25日（金）　2026年度秋季リーグ戦第４節１回戦

【試合結果】

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

阪公大 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

和歌大 1 3 0 0 0 0 1 0 X 5

【打者成績】 【打者成績】
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1 中 根来 4 3 2 0 1 左 板持 3 3 1 1

打 田中創 4 1 0 0 中 鶴田 3 1 0 0

遊 高田 2 0 0 0 2 一 佐藤 4 3 1 1

2 遊中 林 3 3 0 0 三 岡本 4 0 0 0

3 一 菱田 3 4 0 1 3 三一 船越 3 4 1 0

4 指 前田 4 4 0 0 4 捕 堀 2 3 0 1

5 二 荻沢 3 4 0 0 5 指 牧野 4 3 1 1

6 左 上岡 3 3 0 0 6 二 藤木 3 4 0 0

7 右 徳山 2 1 0 0 7 遊 澤田 2 3 1 0

右 野田 3 1 1 0 8 右 井上 1 2 2 0

8 三 田中大 3 1 0 0 9 中左 入江 4 1 0 1

打 中澤 2 1 1 0 投 一井 4 – – –

走三 越智 2 1 0 0 片山 4 – – –

9 捕 小田 3 3 0 0 三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点

投 𠮷岡 4 – – – 3 11 3 1 0 27 7 5

笹井 1 – – –

片山 4 – – –

川田 4 – – –

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点

10 1 2 0 2 30 4 1
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【投手成績】 【投手成績】
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𠮷岡 1 2/3 49 14 8 6 0 3 4 4 一井 8 128 30 27 4 10 1 1 1

笹井 3 1/3 52 13 11 1 0 2 0 0 片山 1 16 3 3 0 0 0 0 0

片山 1 2/3 44 9 4 0 1 5 1 1 合計 9 144 33 30 4 10 1 1 1

川田 1 1/3 24 5 4 0 2 1 0 0

合計 8 169 41 27 7 3 11 5 5

【戦評】

１節以来の勝ち点を獲得できるよう、まずは初戦を取ろうと意気込んで、チーム一丸となって臨みました。

まずは初回、根来（経４・府立生野）のバントヒット、林（工３・大阪明星）の犠打で得点圏に走者を進めるも、後が続かず無得点に終わります。２回にも相手の失策と上岡（工３・泉陽）の犠打でチャンスを作りますが、得点

には繋がりません。

一方、本日の先発は吉岡（法４・大阪明星）。初回、先頭打者に二塁打を浴びると、内野ゴロ、四球でピンチを招きます。その後、スクイズを決められ、１点を先制されます。さらに２回には適時打や犠飛で３点を奪われます。

その後、吉岡に代わって笹井（工１・府立春日丘）がマウンドへ。後続をしっかりと断ち、これ以上の得点を許しません。

３回表、根来が安打で出塁すると、盗塁を決めて二塁へ。さらに三盗もすかさず決めると、菱田（農３・関西大倉）の内野ゴロの間に生還し、１点を返します。

３回以降も笹井が続投し、１年生ながら堂々としたピッチングを見せ、５回まで無失点に抑えます。

６回からは片山（生４・府立池田）がマウンドへ。死球を与えるも、併殺打に打ち取り、無失点で切り抜けます。しかし７回、複数の四球で満塁のピンチを招くと、死球による押し出しで１点を失います。ここで川田（理４・奈

良県立郡山）が登板すると、空振り三振に打ち取り、後続を断ちます。

追いつきたい攻撃では、５回に代打の中澤（工２・丸亀）、７回に途中出場の野田（現３・須磨学園）が安打を放ちますが、いずれも得点には繋がりません。

８回裏、川田は先頭打者に四球を与え、得点圏まで走者を進められますが、要所を締めて無失点に抑え、最後の攻撃に託します。

迎えた９回、代わった相手投手を前に出塁することができず、三者凡退で試合終了。１－５で敗戦いたしました。


